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　2025年3月28日、「食品表示基準の一
部を改正する内閣府令」が公布され、同
日に施行されました。改正内容および経
過措置については、1月の意見募集時の
改正案から変更はありません。改正の概
要は以下のとおりです。

（1）栄養強化目的で使用した食品添加物
に係る表示免除規定の削除
（改正対象：第3条第1項、別表第4、24）

（2）栄養素等表示基準値等の改正
（改正対象：別表第９、10、12）

（3）個別品目ごとの表示ルールの見直し
（改正対象：※別表第３、４、５、19、
20、22）※ただし調理冷凍食品は
2026年4月1日施行

　また通知（食品表示基準について、食
品表示基準Q&Aについて）および「食品
期限表示の設定のためのガイドライン」
（食品表示基準Q&Aの別添として位置づ
けに変更）についても同日に改正されて
いますので、以下に主な改正内容を一部
抜粋します。

「食品表示基準について」第38次改正より

令和７年４月１日改正後の栄養素等
表示基準値に関する表示をする場合、
従前の基準と区別するために、「栄養
素等表示基準値（2025）」等、日本人
の食事摂取基準（2025 年版）を基に
していることが分かるような表示と
することが望ましい。

　その他、「食物繊維」「ビタミンB群」に
関連する測定方法等の改正がなされて
います。
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“分かりにくい食品表示を分かりやすく”
We make food labeling accessible for everyone.

食品表示基準が改正されました
「食品表示基準Q&Aについて」第20次改
正より

（加工－75－２）栄養強化の目的で添
加物を使用した食品の表示について
は、添加物の使用だけではなく、当該
栄養成分の量も消費者が自主的かつ
合理的に食品を選択するために重要
であることから、容器包装に当該栄
養成分名を表示しない場合であって
も、その量を表示することが望まし
い。（中略）

（加工－64）１ 香辛料及び香辛料エ
キスについては、食品表示基準第３
条第１項の表の原材料名の項の規定
により、既存添加物名簿（平成８年厚
生省告示第 120 号）に掲げる添加物
に該当するものを除き、その香辛料
又は香辛料エキスの合算した重量が
原材料全体に占める重量の割合の２
％以下になる場合に限り、「香辛料」
又は「混合香辛料」とのみ表示するこ
とができます。
なお、合算した重量が２％を超え
る場合は、それぞれ原材料に占める
割合の高いものから順にその最も一
般的な名称をもって表示するか、「香
辛料」の次に括弧を付して、原材料に
占める割合の高いものから順にその
最も一般的な名称をもって表示する
ことになります。ただし、「香辛料」で
まとめて表示する場合にあっては、
原材料に占める割合の低いものから
順に合算して、原材料全体に占める
重量の割合が２％以下までの原材料
については、「その他香辛料」と表示
することができます。（中略）

　香辛料のQ＆Aについては、個別品目
の表示ルール見直しに伴う運用変更の
必要性により改正されています。その
他、「ノンカフェイン」及び「ノンアルコ
ール」は、食品表示基準第３条第３項に
規定する栄養表示に該当しないこと、
中間加工原材料を使用した場合の原材
料名の表示方法について、最終製品を
製造する「事業者の判断で使用した原
材料を最も一般的な名称で表示する」
こと、などの改正がなされています。
　また「食品期限表示の設定のためのガ
イドライン」改正（「食品の特性等に応じ
た安全係数の設定」等）にあわせて、まだ
食べることができる食品が廃棄されな
いように配慮するなど、関連するQ&A
も変更がなされました。表示方法の例
として「賞味期限 ２５－９」 「賞味期限
２５ ／ ９」※（※全角「／」の前後に半
角スペース）も追加されています。

各改正事項別の概要、経過措置につい
ては、「食品表示基準改正案およびカシ
ューナッツ、ピスタチオについて」（2月
6日）のうち、「食品表示基準改正案」の
箇所を参照してください。今回の改正は
やや複雑といえますので、十分に確認し
ておかれるとよいでしょう。

（川合）

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/assets/food_labeling_cms201_250328_1029.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/assets/food_labeling_cms201_250328_1019.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/assets/food_labeling_cms201_250328_1032.pdf
https://www.label-bank.co.jp/blog/allergy/202502foodlabel
https://www.label-bank.co.jp/blog/foodlabel/202504foodlabel
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/assets/food_labeling_cms201_250328_1012.pdf
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新訂2版 基礎からわかる

食品表示の法律・実務ガイドブック

　2025年1月31日、「食品（改正）規則2025」が公示され、
2026年1月30日に施行されます。本改正は食品表示ルール
の更新を通じて、消費者保護と国際基準への適合を目指し
ます。その一環として、シンガポール食品庁（SFA）は、「包装
食品の表示に関するコーデックス一般規格（CXS 1-1985）」
と「グルテン不耐症の人向け特殊用途食品の使用に関する
規格（CXS 118-1979）」を参考にしました。『CXS 1-1985』は
2024年版にて、含グルテン穀物の具体的な表示を求め、グ
ルテンの明示を可能にしています。『CXS 118-1979』はセリ
アック病患者向けに「グルテンフリー」（20ppm以下）と「低
グルテン」（20ppmを超え100ppm以下）を定義しています。
セリアック病患者やグルテン過敏者のニーズに応じた製品
が求められる中、誤表示リスクを防ぎ、消費者保護を強化し
ます。

今回のグルテンフリーに関する改訂（Regulation 250B）の
特徴

1. 天然グルテンフリー食品（naturally gluten-free food）
の明確な定義の追加

2. 栄養代替の明確な要件
グルテンフリーまたは低グルテン食品が主要栄養源（
炭水化物、たんぱく質、脂肪酸、ビタミン・ミネラルな
ど）を代替する場合、代替される食品とほぼ同量の栄養
素を含む必要があります。

3. 厳格な表示規範
包装食品は、内容が該当する定義に完全に適合する場
合を除き、「グルテンフリー（gluten-free）」、「天然グルテ
ンフリー（naturally gluten free）」、「低グルテン（
reduced gluten）」と表示できません。他の食品と混合包
装の場合、表示は具体的な食品名の直前または直後に
記載する必要があります。

4. 「特別栄養食品」用語の禁止
天然グルテンフリー食品は「特別栄養食品」や類似の語
句を使用できません。

他国との比較

　アメリカ（FDA）は「グルテンフリー」を20ppm未満と定義
し表示は任意、EU（Regulation (EU) No 828/2014）は「グル
テンフリー」（20ppm以下）と「低グルテン」（100ppm以下）
を任意に規定し、オーストラリア/ニュージーランド（FSANZ
）は「グルテンフリー」を検出不可なものに限定しオーツ麦
および麦芽加工されたグルテンを含む穀物、またはその製
品を禁止、グルテン含有穀物は「グルテン」を明示、カナダ保
健省（Health Canada)は「グルテンフリー」を20ppm以下と
し「低グルテン」は認めずグルテン含有成分を表示、いずれ
の国も位置要件や栄養規範はありません。

　シンガポールは栄養代替要件、表示位置や混合包装の規
範、天然グルテンフリーの定義を導入し、他国と比べ詳細か
つ独自の枠組みを構築しています。この規制は消費者保護
と市場透明性を高める一方、企業への適合負担や地域ニー
ズへの適応度が今後の課題となり、実効性は施行後の検証
次第です。

（黄）

https://www.sfa.gov.sg/news-publications/circulars-and-notices/circulars/food--amendment--regulations-2025
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/en/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FStandards%252FCXS%2B1-1985%252FCXS_001e.pdf
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-proxy/ru/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fworkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FStandards%252FCXS%2B118-1979%252FCXS_118e_2015.pdf
https://sso.agc.gov.sg/SL-Supp/S92-2025/Published/20250131?DocDate=20250131#top
https://www.federalregister.gov/documents/2020/08/13/2020-17088/food-labeling-gluten-free-labeling-of-fermented-or-hydrolyzed-foods
https://www.federalregister.gov/documents/2020/08/13/2020-17088/food-labeling-gluten-free-labeling-of-fermented-or-hydrolyzed-foods
https://eur-lex.europa.eu/eli/reg_impl/2014/828/oj
https://www.legislation.gov.au/F2015L00474/latest/text
https://www.foodstandards.gov.au/business/labelling/allergen-labelling
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/industry/allergens-and-gluten#c2
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/industry/allergens-and-gluten#c2
https://www.label-bank.co.jp/blog/foodlabel/202504gluten-free
https://www.label-bank.co.jp/column/book.html



